
編　集　後　記

　日本で，今年度の学問の世界で最大の話題は，やはり小保方さんの STAP 細胞について

でありましょう。この原稿を書いている平成27年1月上旬ごろでは， STAP細胞は存在せず，

NATURE に掲載された論文も撤回されています。そして，STAP 細胞は ES 細胞であり，実

験過程で混入した可能性が指摘されています。あとは，混入が意図的に行われたのか，あ

るいは単なる過誤であったのかが議論されています。どうしてこのような事になったので

しょうか？年度末で，なにかと忙しいでしょうが，われわれ研究者も小保方さんの事例を

反面教師として，心してゆく必要があると存じます。本年も，どうぞ宜しくお願いいたし

ます。
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